




































              薪究員的
 前立腺癌 は地理病理学的立 場からのみならず, そのホルモ ン依存性, 特に本癌 瞳に対する女性
 ホ ノレ モン投与 の劇的効果から従来注目をあびてい る。 本癌は 最近 我国でも 目立って増加 しつつあ
 るとは云 え, 未だ稀な癌腫と云え る。 剖検時に偶然発見される 潜在 性前立腺 癌は本邦でもその頻
 度が外国 と大差は ないの ℃ 何らかの 理 由 でそ の進展が著 しぐ抑 制さ れていろものと 理解される。
 この ように興味深い癌腫 であるにもかかわら ず, 本癌腫の 組織像については従来詳細な記載に乏
 しぐ, 特に 女性ホルモ ン投与例の 組織像に つい ては不明な点が多 い。 以上の 事実に鑑み・ 著者は
 次に述べる様な 症例 を集め, 本癌腫の組織像を明かに した後, それを対照と して女性ホルモ ン投
 与の 影響 を究明 した。
              横難材料と検索方法
 検索の対象となったも のほ女性ホルモンによる治療未実施 前立 腺癌剖検例 15例・ 同手術例9
 例の他, 女性ホ ル宅 ン投 一与 を受け た剖 検例マ 5例, 同手術例1 7例であ る。 筒後者の中 9例 には
 摘睾を加えてある。 使用 したホルモ ンはHexestroユ系及びS七i lbe6七rO■ 系の合成剤と
 天然 卵胞ホルモ ンの5者でめ る。 検索 材料 はその全葉 を出 来得 るか ぎり 直角 な面で組織片と し,
 パラ フイ ン包理後4μ の切片 を作成, 夫 々H-E染色, Elas七ica一MaSSOn 染色, Van一
 一Gie8cn 染色及びPAS 染色 を実施・ 更に必要伽には Mu ciCarmin による粘液染色 を施





 1) 女性ホ ルモ ン療法 未実施前立腺癌の組織像:この型の癌腫 の所見を潜在 性癌と活動性癌に
 分けて述 べる。 a) 潜在 性癌(6例)ε癌胞 巣ほいづれも小智状を示 し, 基底膜を欠 く。 特徴的
 な所見と してほ, 腺管組織が筋線維を離断 し, 又は神経周囲やリンパ隙 内へ浸潤 している像を見
 る。 癌細胞は大部分立方 状乃至短円柱状で, その胞体は淡明か又は暗色 を示 す。 核は正常 前立腺.
 上皮のそれと殆ど変りなレ・。 即ち所謂分化矛=F』腺管腺癌と云,える像である。 b)活動1生癌 (柘 例)
 :全て腺癌の範疇iに入 る像 で, それらは腺 袈腺癌 ・乳頭 腺癌, 腺房腺癌及ぴ齢状 腺癌に区別され, 更に
 これか ら単純充実癌への移行も認められる。 そC他膠槻鴇 が2 掬含まれ, 内マ例は成 熱型の粘液結 節
 性管状腺癌 の像 であり, 他は 細胞の異型性と周囲への 浸潤傾 向が著 しい定型的印 翼細胞癌であ る・
 次に明瞭な 腺管 構造 を示す ものを成熟型と し, 充知生胞巣を形成, 又は その傾向 の目立つものを
 未分化型と すれは分化型 5例} 未分化型 15例となる。 活動性秘の 組織像を概観する と, 胞体の
 大きさからは小型細胞癌が多いが, 稀に は大 型細胞か ら成るもの, 或いは大型と小型癌細胞の混
 合するものもある。 次に基質の量か らは, 硬癌が多ぐ髄様癌は稀である。 又 胞体の外観からは明
 糊包癌と暗細胞癌に分けられるが, 明細胞癌が多く, 稀には両者の混在型もある。 2) 女性ホル
 モγ療法実施 前立腺癌の組 絵像 9検索例中女性ホ ルモン投与 を受け た前立腺癌症 例は 5 0例 で,
 そのうち9例では!除睾を加味さ れている。 ここでStilbestrO]. 3,000 ナ昭 Hexestrol
 三99万単位以下を少量投 与例, S七ilbee七rO工 釦 00解 ～2000 解∫ Hexe6tro1
 300万～900万単位を中等投 与例・ それ以上 を大 投与例と見徹 した。 それによると少童乃
 至中等量投与例1 6例, 大量投 ・与例14例に分け られる。 これら 50 例の組織 型は 単純充実癌
 一て57一
 を食めた未分 化腺癌13例, 分化型腺癌 ・1 5麹, 偏平上皮癌1例, 腺類癌1例となっている。 組
 織像に対する主な女性ホルモ ン投与の彰彰としては, 癌細胞飽体の腫大, 空胞 化, 融合, 崩壊及
 び核の濃縮, 融解と間質結 合繊の増生があげられ, 他に 非癌組織に 於いては導管乃至腺上皮の扁
 平上 皮化 生が注目さ れる。 先づ少乃至中等量投与例では, 核 濃縮 が明 かに見られ, 融解や崩 壌も
 見られるが, 後述の大量投 与例のそれ に比すると弱い。 それらをまとめると, 変化の高度左もの
 8例, 中等度例 6働 軽度2例に分け られる。 胞体の変化と しては萎縮像が最も襲明で, 高度萎縮
 例7例, 中等渡例5汐歴あり, その他崩鳩 融合, 腫大, 空胞イヒが大体同 程度に認められる。 次に大量
 投与例では・ 核濃縮ほ1例を除きいづれ も著明 で高度例ゴ0例, 中等度例5例となっている。 次
 に癌細胞 傷害像と間質結 合織増生 との関係 をみる と, 少 ・中等 量投 与例 では細 胞傷害の強恥割に
 は 結 合織増生の程度は弱い。 しかるに大量投与例では細胞傷害が高度なこと と共に, 間質結合織
 増生も又 これ に平行 している。 癌胞 巣の形態とかかるホ ルモ ン療法による変化の 程度について は,
 一般に癌胞 巣の小なものでは癌細胞傷害像の顕著であるのに, 大胞巣ではその傾向が弱 ぐ, 認め
 られる傷害 も胞巣周辺部に限られている。 尤 も同 一症銅の相隣る太き な癌胞巣について, 女性ホ
 ルモ ン投与による癌細胞傷害稼の程度に.著しい差を見たものもあっ た。 女性ホルモ ン投 与例の非
 癌組織に対する影響と して 導管乃至 腺 上皮 網 胞 の扁平上皮化生が見ら れたが・ それは少 ・中等,
 立技年例で撫つずかに2例に軽いものを認め たにすぎない¢ロに・ 大量投与例では 得 例中1 傍ll
 に高房、 の変化が証明さ れた。 麺塁 の影響については組織豫の上からは明らかに し得ない。
総 括
 以上 前立 腺疵は組織学的には潜在 性癌を含めて殆ど腺癌 で, その構造 と形態にはき わめて多彩
 なものがある。 それは従来云わ れ.てい る如く小型愈胞瘍の傾向が強ぐ, 且つ硬癌が多い。 女性ホ
 ルモ ン投与の 影響 については癌細胞胞体の空胞化, 融合, 萎縮乃至崩壊と核の濃縮叉は消失が主
 であ 餌 間質には結合織の増生が認めら戚 る。 かかる結 合繊増生は少・中等量投 与例 では細胞傷
 害との問 に必ず しも平行を見な いが, 大量投与 例で億よく平行 している。 若者の 検索 した症例の
 中にはかなり大量投与を受けたに もかかわらず癌細胞の完全消失に至 つたものはマ例 もない。導管
 上皮の扁平上皮化生は 1/5 の窪5例に認められた。 この変化が女性ホルモ ン投与の証査となる
 こと は確かであ るが, 治療効果と平行 していると仁r 云κなかつ た。 以上の成績より今日の段階で
 は内分 泌療法のみでは 前立 腺癌の完全治療は望 めない ものと患われた。
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 審査結果の要旨
 1941年HUggin 8& Hodg68 により・ 除睾及ひ女性不ルモン投与により7 前立腺癌の
 症状の改善が報告されて以来, 臨床的に も病 理学的に も本療法の有効性が実証されている が, 女
 性ホルモンの種類, 投与量がま ちまちで, 特に投与量による差を病 理学的に検討 した報告は少%
 それ で著 者はホルモ ア投 与景 との 関係 を中心に, 前立腺癌の組 織像 を観察 した。
 検討材料は女性ホルモ γ投与を受けた前立 腺癌30例, 非投一与例22例, 計52例である。 使
 用小 ル モ ン 剤は Hexe8七ro■ (s urOn, Hexron} ROba■), 8ti ユbe strOユ (Hcnv. _.
 aI1) ・の 合成 剤及び天然卵胞 ホルモンE8七ra di oユ(O vahO rmon)の5剤であり・ He xe-
 stroユ マ 2例, S七iユbe8trol ゴ5創, E6七radioユ 1'1/ll, 併用 側 4例 である。 著者
 は仮 りに投与総量 Hexes七rO■ 50D万単位以下穿 Sti■be6tro■ 500 0・ 囎 以下を
 少量投 一与・ He xe8trO工 乙00～90巳 万単位・ S七i ユbe 8七ro1 5000～900 醒フ を中等量・
 それ以上を 大量投与例 に分けた。 その清泉, 少・中等量投与例 161"b 大ゴ,.〔投与例 14例となる。
 又g洞に除睾が施行されてい る。
 非治療 例22例は 潜在性癌6例と活動性癌 マ6例に 分け られる。 その組織学的診断区 分は分化
 型腺癌9例, 未分化腺癌 (単純充実癌を含む) 唾5例となる。 うち膠様癌が2例含まれる。 一方
 治療例 50ケ11は分化 三凱泉癌 15渕・ 未分化型腺癌 14例, 扁平 上皮癌 1例 となる。
 女性ホルモ ン投与による前立腺癌組 織像 の変化と して, (1)細胞核の変化 (2)癌紳胞々 体の変化
 (3)間質結合織増生 (4)組 織型の変化を中心に観察 し} また(5)癌胞巣の大きさ との 関係, (6)正常前
 立腺組 織に 壽け る扁平上皮化 生 を検討 した。
 その結果は大量投与群 では癌細胞胞体 の萎縮と核濃縮が目立ち? 間質結合織増i生が著し妬 少・
 中量投 与群では癌細胞の変化は軽 い喝が,対照例 と明 ら薇差 があ 外 間質の線維増生は一般 に乏しいb
 いずれの場合 も, 治療効果は癌胞巣の小さいものほ ど著明である。 癌組織周囲の前立 腺腺 管上皮
 の扁平上皮化 生は女性 ホルモンの直接の影響と考えられ, その化 学構造と関係がある が, 治療 効果
 とは平行 しな い。 これらの所見には従来の報告と一致 しな い点もあるが, 従来の報告が主と して
 少量投与例の観察によるためと思われる。
 以上の結果より, 女性ホルモンが前立腺癌に有効である ことを組織的に明らかに し得たが, 大
 量投与をうけたもの でも癌組織の残存を認めたこと か ら, 本癌法によって根治は期待 し難 いと結
 論した。 本研究は前立腺癌に対する女性ホルモンの効果と限界を明らかに し, 更にその組織学的
 所見に新知見を加えたもので, 学位授与に値する ものと認める。
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